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日本の行事食カレンダー日本の行事食カレンダー
■営農情報だより…（家庭菜園アドバイス）ブロッコリーの栽培について
■手軽に健康　手指体操…手のひら回転体操
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　12月13日　ＪＡは大桑村和村地区で啓翁桜
の目合わせを行い、２月から３月の出荷に向け
ての花芽の状態や今後の収穫予定と管理につい
て確認を行いました。村内栽培者や役場、県農
業農村支援センター、ＪＡ営農技術員ら10人が
参加しました。花芽の状態については長野県花
き試験場の神谷勝己専門技術員が昨年の６月に
花芽の成長を促すための試験結果について説明
をしました。生産者らは今後の花芽着生方法を
検討するため、樹木の花芽の着き具合を確認し
合いました。今年度の出荷については2,000本
出荷を目標としています。

　12月９日　長野県中央家畜市場（木曽町）
で定例12月市場が開催され、322頭の取引が
成立しました。子牛全体の平均価格は前回10
月市場より39,665円高い789,575円（税込）
となりました。年末需要期に入り、11月より
枝肉相場が上向き、全国の子牛価格も高値基調
で推移。各地で枝肉共進会が開催されて肉牛の
出荷が増え、肥育農家の導入意欲が高まり、今
回の市も活発な取引となりました。
　去勢子牛は203頭で平均価格は前回市よ
り6,608円高い820,828円（同）。雌子牛は
119頭で平均価格は前回市より69,333円高い
736,261円（同）でした。

啓翁桜、出荷に向けて目合わせ 12月家畜市場、年末需要で活発に取引

花芽の着き具合を確認する生産者ら花芽の着き具合を確認する生産者ら

　12月７日　クリスマス用の装飾として使わ
れるヤドリギの出荷があり、東京の大田市場の
㈱大田花きが直接集荷に木曽を訪れました。Ｊ
Ａでは広報誌等を通じて出荷者を募集し、上松
と日義地区から採取されたヤドリギが19個集
荷され、同市場に出荷されました。
　ヤドリギは高標高地の樹木に寄生し、丸い形
が特徴の植物です。近年、都市部を中心にクリ
スマスの装飾として人気が高まっており、市場
からの出荷要請がきていました。採取が非常に
難しく、希少価値が高い植物になっており、高
い物で２万円で販売されました。

　11月25日　木曽牛の生産技術向上を目的
に、ＪＡ木曽や生産者、管内町村、県などでつ
くる「木曽優良子牛生産パワーアップ協議会」
が、ＪＡ虹のホールきそで「和牛繁殖技術研修
会」を開催しました。生産者やＪＡ関係者ら約
30名が参加しました。研修は、ＮＯＳＡＩ長
野木曽支所の仲田覚獣医師による「木曽の診療
について」の講演で、家畜診療所の診察内容や
子牛の出産前から出産後までの管理上の確認方
法、母牛・子牛の飼育で注意すべき点などにつ
いて聴講しました。また、ＮＴＴドコモによる、
母牛の分娩の兆候や異常感知をスマートフォン
にメールで知らせる監視サービスの紹介も聴き
ました。

ヤドリギ大田市場へ出荷、高値で販売 和牛繁殖技術向上に向けて研修会開催

ＮＯＳＡＩの仲田獣医師の講演を聴く生産者らＮＯＳＡＩの仲田獣医師の講演を聴く生産者ら大田市場の車に積み込まれるヤドリギ大田市場の車に積み込まれるヤドリギ

年末需要で活発な取引となった12月市場年末需要で活発な取引となった12月市場



皆様からの情報提供をお待ちしています。
ＪＡ木曽企画管理部 ☎０２６４－２２－２１２８

新Ｗｅｂ農業簿記システムを学ぶ
　12月15日　ＪＡは木曽町文化交流センター
で「ソリマチＷｅｂ農業簿記研修会」を開きま
した。農業者やＪＡ営農技術員ら10人が出席。
従来のＪＡ長野県グループの「らくらくＷｅｂ
農業簿記」システムから昨年から移行した簿記
システムで、当ＪＡでは農業者に対する活用促
進と経営支援につなげる目的から研修会を開催
しました。ＪＡ長野中央会の担当職員が新シス
テムの機能操作について説明し、参加者はノー
トパソコンを持参して画面操作を行いながら入
力方法を学びました。農業生活部の田中秀己農
事園芸課長は「農家の青色申告に必要な帳簿作
成が手軽に行えるので活用してほしい」と話し
ました。

スクリーンを見ながら操作方法を確認する参加者スクリーンを見ながら操作方法を確認する参加者

　ソリマチＷｅｂ農業簿記は、あなたの農業経
営を支援する簿記システムです。インターネッ
トを利用して、申告に必要な記帳や「貸借対照
表」「損益計算書」などの帳簿作成を行えます。

■ソリマチＷｅｂ簿記の特徴
　① ＪＡを利用したお取引が自動仕訳されるの
で、面倒な手間の入力が省けます。

　② インターネット回線に接続したパソコンが
あればどこでも使えます。

　③ 電子帳簿保存法に対応しているので、青色
申告特別控除65万円を受けることができ
ます（申請が必要です）。

■加入申し込み・お問い合わせ
　最寄りの支所、　または
　ＪＡ木曽農業生活部
　農事園芸課　☎22-2647

２年ぶりの人形供養祭開催、ドライブスルーで持ち込み、感謝込めて供養
　11月27日　ＪＡは葬祭施設「ＪＡ虹のホール
きそ」で２年ぶりの人形供養祭を開きました。新
型コロナウイルス感染防止対策で、人形等の持ち
込みは同ホール玄関前で受け取るドライブスルー
方式で行い、法要は参列者を入れずに行いまし
た。法要の模様についてはネット（ユーチュー
ブ）で配信されました。
　今回は２日間に分けて組合員や地域住民から雛
人形や５月人形、ぬいぐるみ、盆提灯、掛け軸な
どを預かり、同ホールに来館した238台の車から

4,404点が持ち込まれ、祭壇へ収めました。法要
は、王滝村の鳳泉寺住職が読経し、大切な時間を
共に過ごした人形やぬいぐるみなどに感謝を込め
て供養しました。
　同ホールの笹井和義館長は「組合員の皆様の大
切なお人形や思い入れの深い品々をスタッフで供
養させていただいた。今後もニーズに応えるイベ
ントを企画し、地域の皆様方に愛される葬祭ホー
ルとして役に立ちたい」と話しました。

ホール玄関前で車から人形などを運ぶスタッフホール玄関前で車から人形などを運ぶスタッフ

JA長野県グループ

ご法要にはスタッフが参列しました。ご法要にはスタッフが参列しました。

 を活用しませんか 



女性部だより

認知症と介護保険について学ぶ 簡単編み物で「マフラー」を作る

　11月24日　木曽町文化交流センターで「介
護・認知症講座」を開催し、18人が出席しま
した。木曽町保健福祉課地域包括支援センター
の田口晃子保健師を講師に認知症の人との接し
方と介護保険制度について学びました。認知症
になってしまった場合の対応の心得として「驚
かせない」「急がせない」「自尊心を傷つけな
い」の“３つのない”を心掛けてほしいと教え
られました。
　講座の最後には、サロン等の集まりでも簡単
に行える認知症予防のレクリエーションを二人
１組で楽しく笑い合いながら行いました。

　12月９日・23日　上松町ひのきの里総合文
化センターと木曽町文化交流センターの２会場
で41人が参加して、毛の長いふわふわの毛糸
を使った簡単な「かぎ編み」で暖かいマフラー
を作りました。編み方はく

・
さ
・
り
・
編みとこ

・
ま
・
編み

を順番で交互に編んでいきます。
　参加した方からは、毛が長い毛糸を使用した
ことで編み初めのうちは「編み目が分からず難
しい」と話していましたが、徐々にコツをつか
み、スムーズに編んでいきました。寒い冬に
ピッタリの毛糸のマフラーです。簡単にできる
のでたくさん作って使って下さい！

12月４日　王滝支部 12月5日　熊沢支部 手芸教室

12月12日　フラダンス 12月16日　木祖支部　料理教室

　秋に収穫
されたそば
粉で、王滝
支所職員と
一緒にそば
打ちを行っ
て美味しい

　令和３年もコ
ロナ禍の影響で
人々の前で披露
する機会はあり
ませんでした
が、毎月２回の

　家庭でささやかなク
リスマスのホームパー
ティーでもてなしてあ
げようと、４品のメ
ニューを作りました。
盛り付けに可愛らしさ
をつけた、美味しそう
な料理が出来ました。

認知症予防のレクリエーションを楽しむ参加者認知症予防のレクリエーションを楽しむ参加者

さわやか教室

そばを味わい、レクリエーションを楽しみました。

　実用性と
可愛らしさ
を兼ね備え
たお庭付き
のお家をイ
メージした

練習だけが活動の１年でした。その練習の成果であ
る２つの曲の踊りをビデオに収録しました。

スマホスタンドを組み立てて作りました。16人参加。



管内にお住まいの皆さんにお聞きしました
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 さん
☆昭和47年生まれ
自営業  　　

塩尻市奈良井塩尻市奈良井  在住  在住    

今年の抱負今年の抱負
　奈良井宿で宿泊業を営んでいます。今年は　奈良井宿で宿泊業を営んでいます。今年は
インバウンドやGoTo再開に向け、施設の改インバウンドやGoTo再開に向け、施設の改
善やサービスの向上に取り組み、新しい事に善やサービスの向上に取り組み、新しい事に
どんどん挑戦していきたいです。どんどん挑戦していきたいです。
私の夢私の夢
　新しく暖かい家を建てて、仲間達が気軽に　新しく暖かい家を建てて、仲間達が気軽に
集まれる家にしたい！集まれる家にしたい！

織
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だ

  恵
え

美
み

子
こ

 さん
☆昭和40年生まれ
自営業  　　

川
かわ

口
ぐち

優
ゆう

子
こ

 さん
☆昭和57年生まれ
保育士  　　

上松町上松町  在住  在住    

木曽町三岳木曽町三岳  在住  在住    

今年の抱負今年の抱負
　我家は兼業農家です。家族で助け合い、毎　我家は兼業農家です。家族で助け合い、毎
日を送り、一年の終わりに「今年も一年お疲日を送り、一年の終わりに「今年も一年お疲
れ様でした」と家族の忘年会を楽しく迎えられ様でした」と家族の忘年会を楽しく迎えら
れるよう、健康に気を付けて過ごしたいと思れるよう、健康に気を付けて過ごしたいと思
います。います。
私の夢私の夢
　花を育て観賞する事が好きで、宿根草を増　花を育て観賞する事が好きで、宿根草を増
やしつつありますが、草に負けないように手やしつつありますが、草に負けないように手
入れを頑張っていきたいと思います。入れを頑張っていきたいと思います。

今年の抱負今年の抱負
　今までにやった事のない事に何か一つでも　今までにやった事のない事に何か一つでも
挑戦して実りのある1年にしたいです。健康挑戦して実りのある1年にしたいです。健康
第一に毎日、笑っていられるような楽しい第一に毎日、笑っていられるような楽しい
日々を送りたいです。日々を送りたいです。
私の夢私の夢
　まだ行った事のない所へ旅行に行きたいで　まだ行った事のない所へ旅行に行きたいで
す。そして、旅行先でたくさん美味しい物をす。そして、旅行先でたくさん美味しい物を
食べたいです食べたいです。。
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 さん
☆平成８年生まれ
会社員  　　

木曽町開田高原木曽町開田高原  在住  在住    

今年の抱負今年の抱負
　昨年は農作業の機会が増えました。草刈り　昨年は農作業の機会が増えました。草刈り
や薮の整備では目に見えて綺麗になる様子にや薮の整備では目に見えて綺麗になる様子に
やりがいを感じます。美しい景観を守れるよやりがいを感じます。美しい景観を守れるよ
う、できることからコツコツやっていこうとう、できることからコツコツやっていこうと
思います。思います。
私の夢私の夢
　日本一周、行き当たりばったりの旅をした　日本一周、行き当たりばったりの旅をした
いですね。そんな時間が欲しいです。いですね。そんな時間が欲しいです。
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み

 さん
☆平成９年生まれ
会社員　　　

王滝村王滝村  在住  在住    

今年の抱負今年の抱負
　昨年はピラティスを通じて、沢山の方と繋　昨年はピラティスを通じて、沢山の方と繋
がることができました。今年はもっとスキルがることができました。今年はもっとスキル
アップをして、地元地域にとどまらず、他地アップをして、地元地域にとどまらず、他地
域・県外の方と繋がるよう活動の幅を広げた域・県外の方と繋がるよう活動の幅を広げた
いです。いです。
私の夢私の夢
　今の夢は自分のスタジオを持つこと。私の　今の夢は自分のスタジオを持つこと。私の
レッスンで沢山の人を笑顔にしたい！夢は目標レッスンで沢山の人を笑顔にしたい！夢は目標
に、目標は現実に。自分のペースで先へ先へ！に、目標は現実に。自分のペースで先へ先へ！

今年の
 抱負 と 私の夢私の夢

2022年新春



特集❶

今年今年のの
 抱負  抱負 とと 私の夢

20222022年新春年新春
原
はら

　 悦
えつ

子
こ

 さん
☆昭和25年生まれ
　自営業　　  　

木祖村木祖村  在住  在住    

今年の抱負今年の抱負
　眉間のしわを両手で伸ばし、私に出来る貯　眉間のしわを両手で伸ばし、私に出来る貯
筋をして体力アップとサークル、趣味に励む筋をして体力アップとサークル、趣味に励む
年にしたい。年にしたい。
私の夢私の夢
　４人の孫にとって、こわくも大好きと言わ　４人の孫にとって、こわくも大好きと言わ
れるばあちゃんでいたい。そして宝くじを当れるばあちゃんでいたい。そして宝くじを当
て、思う存分寄付ができたらいいなと大きなて、思う存分寄付ができたらいいなと大きな
夢。夢。

小
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大
だい

地
ち

 さん
☆平成15年生まれ　　
高校生  　　　　

井
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出
で

　 界
かい

 さん
☆平成３年生まれ
会社員　　　

南木曽町南木曽町  在住  在住    

木曽町福島木曽町福島  在住  在住    

今年の抱負今年の抱負
　大学に進学するので、進学先でたくさん友　大学に進学するので、進学先でたくさん友
達を作って大学生活を豊かにする！達を作って大学生活を豊かにする！
私の夢私の夢
　私の夢は、地域社会と福祉を繋げ、安心し　私の夢は、地域社会と福祉を繋げ、安心し
て福祉を受けられるようにする社会福祉士にて福祉を受けられるようにする社会福祉士に
なることです。そのため、大学で勉強を頑張なることです。そのため、大学で勉強を頑張
りたいです。りたいです。

今年の抱負今年の抱負
　来年で会社に勤めて10年になります。昨　来年で会社に勤めて10年になります。昨
年は野菜ソムリエを習得し、仕事の中で生か年は野菜ソムリエを習得し、仕事の中で生か
しております。野菜の事を知り、野菜を作るしております。野菜の事を知り、野菜を作る
人達の思いも消費者に届けていきたいと思っ人達の思いも消費者に届けていきたいと思っ
ております。ております。
私の夢私の夢
　道の駅巡りをしたい。地元には無いものを　道の駅巡りをしたい。地元には無いものを
見て感じる。時間に縛られず、ゆっくりした見て感じる。時間に縛られず、ゆっくりした
旅がしたいです。旅がしたいです。

三
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澤
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孝
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 さん
☆昭和34年生まれ
　介護支援員  　

木曽町日義木曽町日義  在住  在住    

今年の抱負今年の抱負
　10年程前に、ギョウジャニンニクやシオ　10年程前に、ギョウジャニンニクやシオ
デ、ミヤマイラクサ等を植えた畑が草ボウボデ、ミヤマイラクサ等を植えた畑が草ボウボ
ウになっているので、草刈り等を頑張って立ウになっているので、草刈り等を頑張って立
派な山菜園にしたいです。派な山菜園にしたいです。
私の夢私の夢
　お酒も食べることも好きなので、海辺の町　お酒も食べることも好きなので、海辺の町
や景勝地の居酒屋巡りをやってみたい。都会や景勝地の居酒屋巡りをやってみたい。都会
の駅前居酒屋も良いですね。の駅前居酒屋も良いですね。

大
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脇
わき

  麻
ま

智
ち

子
こ

 さん
☆昭和55年生まれ
団体職員  　

大桑村大桑村  在住  在住    

今年の抱負今年の抱負
　忙しい毎日の中で、なかなか自分に余裕が　忙しい毎日の中で、なかなか自分に余裕が
持てませんでしたが、今年は楽しみながら経持てませんでしたが、今年は楽しみながら経
験を重ねていけるように、前向き志向で過ご験を重ねていけるように、前向き志向で過ご
していきたいです。していきたいです。
私の夢私の夢
　遠出の家族旅行に行きたいですね。出来れ　遠出の家族旅行に行きたいですね。出来れ
ば九州や沖縄など、暖かい地方に行きたいでば九州や沖縄など、暖かい地方に行きたいで
す。す。



特集❷

　

雑
煮
は
室
町
時
代
、
京
都
で
生
ま
れ

た
と
い
わ
れ
る
。
今
は
家
内
安
寧
、
家

業
繁
盛
な
ど
人
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
を
年

神
様
に
祈
り
祝
う
。
七
草
が
ゆ
は
平
安

時
代
、
殿
上
人
の
叙
位
の
日
に
当
た

り
、
名
を
成
す
に
掛
け
て
食
し
た
そ

う
。
15
日
の
小
豆
が
ゆ
は
豊
作
を
祈
っ

て
奈
良
時
代
か
ら
食
し
て
い
る
。

　

人
は
な
ぜ
か
か
す
み
た
る
空
に
は
ん
な

り
と
咲
く
妖
艶
な
桜
の
花
に
酔
う
。
元
禄

の
頃
、
旦
那
衆
の
花
見
弁
当
は
豪
勢
だ
っ

　

雨
が
多
い
月
な
の
に
水
無
月
と

は
こ
れ
い
か
に
。
行
事
食
は
少
な

　

大
阪
で
は
大
正
時
代
、
イ
ワ
シ

と
麦
飯
を
食
っ
て
長
寿
を
祈
っ

た
。
玄
関
に
イ
ワ
シ
の
頭
と
ヒ
イ

ラ
ギ
を
飾
る
の
は
臭
い
と
と
げ
で

病
魔
を
追
い
や
る
た
め
。
イ
ワ
シ

の
頭
も
信
心
か
ら
。

花
見
●

花
見
弁
当

ひ
な
祭
り
●

ま
ぜ
ず
し
・
貝
料
理

春
の
彼
岸
●

ぼ
た
餅

こ
ど
も
の
日
●

ち
ま
き

か
し
わ
餅

茅
（
ち
）
の
輪
く
ぐ
り
●

水
無
月
（
外
郎
〈
う
い
ろ
う
〉）

夏
至
●

タ
コ

節
分
●

い
り
大
豆

イ
ワ
シ

正
月
●

雑
煮

７
日
●

七
草
が
ゆ

15
日
●

小
豆
が
ゆ

一
月

四
月

三
月

五
月六

月

二
月

私
た
ち
の
歴
史
・
文
化
を
見
直
そ
う

　

ま
ぜ
ず
し
に
上
置
き
す

る
錦
糸
玉
子
、
紅
し
ょ
う

が
、
絹
さ
や
な
ど
の
彩

り
は
春
の
明
る
さ
を
表

現
す
る
。
貝
は
家
持
ち

で
金
に
関
す
る
漢
字
が

多
い
。「
入
る
を
企
（
は

か
）
っ
て
出
る
を
制
せ
ば
財
を
成
し
、
散
財
す
れ
ば
貧
す

る
」。
春
の
彼
岸
は
花
の
季
節
に
合
わ
せ
た
ぼ
た
餅
。

　

ち
ま
き
は
弥
生
時
代
か
ら
あ

る
。
粽
（
ち
）
菅
（
が
や
）
で
角

形
の
筒
を
作
っ
て
も
ち
米
を
入
れ

た
。
今
は
う
る
ち
米
の
粉
（
う
る
ち
米
の
粉
と
も
ち
米
の
粉
を
混

ぜ
た
も
の
も
あ
る
）
を
用
い
、
サ
サ
の
葉
で
包
む
。
サ
サ
の
爽
や

か
な
香
り
で
保
存
性
を
高
め
る
。
か
し
わ
餅
は
江
戸
中
期
か
ら
。

西
日
本
に
は
サ
ン
キ
ラ
イ
の
葉
を
用
い
る
土
地
も
あ
る
。

た
。
欠
か
せ
な
い
の
は
桜
餅
。
江
戸
は
小
麦
粉
の
焼
き
桜
。
上
方
（
京

坂
）
は
蒸
し
た
道
明
寺
粉
。
塩
漬
け
の
大
島
桜
の
葉
が
か
ぐ
わ
し
い
。

い
が
、
京
都
で
は
甘
煮
の
小
豆

を
散
ら
し
た
水
無
月
と
呼
ぶ
菓

子
を
食
す
。
残
り
半
年
の
無
事

を
祈
る
た
め
だ
。
土
地
に
よ

り
、
夏
至
に
タ
コ
を
食
す
。

ぞい

ま

は

ちみ



　

な
ぜ
、
た
な
ば
た
と
い
う
。
飛
鳥
・
奈
良
時

代
、
神
に
供
え
る
絹
布
を
織
る
機
を
い
っ
た
。

織
る
女
の
技
術
の
上
達
を
乞
い
、
索
餅
（
さ
く

　

奈
良
時
代
、
杯

の
酒
に
菊
の
花
弁

を
浮
か
べ
て
長
寿

を
祈
っ
た
。
菊
な

ま
す
も
う
ま
い
。

月
見
に
ス
ス
キ
を

飾
り
、
月
見
団
子

　

お
め
で
た
い
日
に
作
る
お
こ
わ
の
中
で
、
ふ
く
い
く
と

し
た
も
ち
米
と
小
豆
の
香
が
秀
で
て
い
る
の
は
新
物
で
作

　

日
本
人
は
奇
数
を
好
む
。
３
歳
の
女
児
、
５
歳
の

男
児
、
７
歳
の
女
児
の
健
や
か
な
成
長
と
守
護
を

願
っ
て
宮
参
り
を
す
る
。
お
土
産
は
千
歳
あ
め
。
始

　

昔
、
江
戸
で
は
大
み
そ
か
は
借
金
の
取
り
立
て

日
。
庶
民
は
ツ
ケ
で
買
い
物
を
し
た
。
支
払
い
は
盆

と
大
み
そ
か
。
商
人
は
ツ
ケ
の
回
収
に
必
死
。
無
事

　

お
盆
は
先
祖
の
供
養
だ
け
で
は
な

く
、
夏
作
物
の
収
穫
祭
で
も
あ
っ

た
。
精
進
料
理
を
作
っ
て
供
え
、
か

つ
食
し
た
。
今
は
作
る
家
は
少
な

い
。
精
進
揚
で
も
作
っ
て
盛
夏
を
乗

り
切
り
た
い
。
タ
ン
パ
ク
質
や
炭
水

化
物
な
ど
以
外
に
油
脂
も
大
切
。
油

断
大
敵
と
い
う
で
は
な
い
か
。

季
節
ご
と
の
行
事
や
お
祝
い
の
日
に
食
べ
る

特
別
な
料
理
、「
行
事
食
」
を
通
じ
て

私
た
ち
の
歴
史
や
文
化
を

再
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

七
夕
（
し
ち
せ
き
）
●

そ
う
め
ん

『
万
葉
集
』
●

ウ
ナ
ギ

重
陽
の
節
句
●

浮
き
菊
の
酒

月
見
●

萩
の
餅

秋
祭
り
●

小
豆
入
り
お
こ
わ
（
赤
飯
）

七
五
三
●

千
歳
あ
め

大
み
そ
か
●

み
そ
か
そ
ば

盂
蘭
盆
会
（
う
ら
ぼ
ん
え
）
●

精
進
料
理

七
月

九
月

十
月

十
一
月十

二
月

八
月

監
修
：
奥
村
彪
生
料
理
ス
タ
ジ
オ

イ
ラ
ス
ト
：
と
よ
だ
時

※
行
事
食
の
由
来
に
は
諸
説
あ
り
、
使
用
す
る

食
材
も
地
域
に
よ
り
違
い
が
あ
り
ま
す
。

べ
い
：
そ
う
め
ん
の
祖
）
を
糸
に
見
立

て
て
け
ん
牛
、
織
り
女
の
両
星
に
供
え

た
。
ウ
ナ
ギ
は
「
夏
痩
せ
に
よ
し
と
言

ふ
も
の
ぞ
鰻
（
む
な
ぎ
）
取
り
召
せ
」

と
『
万
葉
集
』
に
あ
る
。

る
秋
祭
り
の
頃
。
小
豆
の

ゆ
で
汁
を
練
れ
ば
練
る
ほ

ど
赤
い
色
が
映
え
た
。
添

え
る
ご
ま
塩
の
黒
は
小
豆

の
色
を
際
立
た
せ
る
。
ア

ワ
蒸
し
も
い
い
。

を
供
え
、
萩
の
餅
は
大
好
物
で
共
に
手
作
り
し
て
一

家
だ
ん
ら
ん
。
そ
ん
な
心
の
余
裕
が
欲
し
い
今
。

ま
り
は
18
世
紀
初

頭
。
江
戸
・
浅
草

の
あ
め
売
り
が
千

歳
あ
め
と
文
字
を

入
れ
た
あ
め
を
長

袋
に
入
れ
た
の
が

始
ま
り
。

終
わ
り
、
ヤ
レ
ヤ

レ
と
出
前
の
そ
ば

を
食
べ
て
新
年
を

迎
え
た
。「
安
堵

（
あ
ん
ど
）
し
て

年
越
し
そ
ば
を
食

う
夜
か
な
」
の
川

柳
あ
り
。

ちみ

し
あ

う

そ
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　今回は来春用にブロッコリーの栽培についてご紹介します。
　種まきから育苗については難しい点もありますのでチャレンジしたい人向けです。
　初心者の方や資材等お持ちでない方は苗の購入をお勧めします。

ブロッコリーの栽培について

１．種まき（図１）
　 　培土は育苗用のものを使い、セルトレイで行う場合には１穴１粒
でまきます。
　 　ポットで育苗する場合は、ポットに３～４粒をまいていきます。
覆土は種が隠れるぐらいにし、かん水を行いましょう。

〈参考資料・図〉 ・農文協「新　野菜つくりの実際　葉菜　ブロッコリー　冬春まき春（初夏）どり栽培」 
・ＪＡ新聞連「ＪＡ広報通信・あなたもチャレンジ！家庭菜園」

図２ 畑づくり
高さ20㎝

溝の幅30㎝

化成
肥料
堆肥

畝幅70～80㎝

図１ 種まき
セルトレイ育苗

図４ 収穫

２．育　苗
　 　発芽までは18～23℃を目標に管理。発芽ぞろい後は日中15～
20℃、夜間は５～10℃で管理。温度管理は重要なので注意してく
ださい。定植が近くなったら水は控えましょう。
　 　ポットの場合は１～２回程度間引きをしていきます。

３．畑づくり（図２）
　 　畑は水はけのよいところ・前作がアブラナ科野菜ではないところ
を選びましょう。
　 　たい肥は10㎡あたり30㎏　苦土石灰を１㎏　BBN552号を0.5
㎏で全面施肥。
　 　マルチは保温効果を高めるため定植する１週間前までに張ってお
きましょう。

４．定　植（図３）
　 　本葉が４枚程度になったら定植の時期です。株間35～40㎝程度
で植えていきます。
　 　夜間や朝方などに低温、遅霜が考えられる場合にはビニールなど
を使い覆っておき、暖かくなったらビニールは除去しましょう。

５．管理・収穫（図４）
　 　管理は多湿にならないようにしましょう。気温が上がってくると
虫が発生してくるので、防虫ネットや農薬を使って防除していきま
しょう。
　 　収穫は若取りを意識し、朝の時間に収穫をしましょう。

※ ブロッコリーのような側枝から続々出てくるスティックセニョールという品種も同様の栽培方法
となりますが、長い期間の栽培となるため収穫後は追肥をします。

株間
35～40㎝

図３ 定植



お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

おおおお
天天天天
気気気気
カカカカ
レレレ
ンンンン
ダダダダ
ーー

気
象
予
報
士
（
株
式
会
社
ハ
レ
ッ
ク
ス
）

檜
山　

靖
洋

雪
の
ト
ン
ネ
ル
の
向
こ
う

手
軽
に
健
康

手手手手手手
軽軽軽軽軽軽
にににににに
健健健健健健健
康康康康康康康    

手
指
体
操

手手手手手手
指指指指指指
体体体体体体体
操操操操操操操
健
康
生
活
研
究
所
所
長

堤　

喜
久
雄

き り と り 線

16ページ「頭の体操 まちがいさがしに挑戦」解答用紙  １月号 №395

答え（番号）

 〒　　　  -　　　　　　　 ☎　　　　　　　　　　　 

 ご住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 お名前　　　　　　　　　　　　　　　　　男   ・   女  

＊応募の締切　令和４年１月31日㈪
＊ご応募は、お１人様１枚を有効とさせていた
だきます。用紙が足りない場合は各支所窓口
にご用意しておりますのでお尋ねください。
＊ご記入いただいた個人情報は、景品の発送以
外には使用いたしません。
＊ご意見ご要望や情報は、クイズの解答に関係
なくこの用紙のウラをご利用ください。
 年齢　　　　　　　才 

こちらの用紙を切り取っていただきＪＡ木曽本支所窓口およびＡ・コープきそ店備え付けの応募箱へお出しください。

おもて

つぼをこすりながら動かす

⑴手のひら同士を合わせま
す。両肘を張って腕を肩の
高さまで上げ、床と平行に
なるように構えましょう。

⑵手のひらの中心を軸に
して、手のひらをこすり
ながら指先が上向きに動
くよう回転させます。

⑶途中で合掌
のポーズにな
りますが、そ
のまま回転を
続けます。

⑷180度回転させます。
手前に来る手が左右交代
します。逆方向へも同様
に回転させて１セットで
す。これを５、６セット
繰り返します。

　

東
洋
医
学
で
は
、
人
体
に
は
経
絡

（
け
い
ら
く
）
と
呼
ば
れ
る
気
と
血
液

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
通
り
道
が
あ
る
と
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
経
絡
上
に
つ
ぼ
が
点

在
し
て
い
ま
す
。
経
絡
は
全
身
を
巡

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
臓
器
や
筋
肉
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
で
、
つ
ぼ
を
刺
激
す
る

こ
と
は
全
身
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

手
の
ひ
ら
に
も
た
く
さ
ん
の
つ
ぼ
が

あ
り
ま
す
。
つ
ぼ
を
刺
激
す
る
方
法
と

し
て
、「
押
す
」「
な
で
る
」「
も
む
」

「
た
た
く
」「
震
わ
せ
る
」「
こ
ね
る
」

の
六
つ
が
あ
り
、
今
回
は
「
押
す
」
と

「
な
で
る
」
を
合
わ
せ
た
体
操
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

手
の
ひ
ら
を
合
わ
せ
、
つ
ぼ
を
押
し

な
で
る
よ
う
に
互
い
を
こ
す
り
な
が
ら

回
転
さ
せ
ま
す
。
気
と
血
液
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
巡
り
が
艮
い
と
健
康
な
状
態
が

保
た
れ
ま
す
。
ど
こ
で
も
で
き
る
簡
単

な
体
操
な
の
で
、
思
い
出
し
た
と
き
に

や
る
習
慣
を
付
け
る
と
良
い
で
し
ょ

う
。

ポ
イ
ン
ト

正しい姿勢を意識して背筋を伸ばし、できるだけ腕の高
さを保ったまま行うと上半身の体幹も強化されます。

手
の
ひ
ら
回
転
体
操

　

１
月
５
日
は
二
十
四
節
気
の
小
寒

（
し
ょ
う
か
ん
）、
20
日
は
大
寒
（
だ

い
か
ん
）
で
す
。
一
年
の
中
で
最
も

寒
い
時
期
に
入
り
、
雪
国
で
は
積
雪

も
増
え
、
厳
し
い
季
節
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。

　

冬
の
間
、
雪
や
寒
さ
を
逆
手
に

取
っ
て
、
お
い
し
い
野
菜
を
作
っ
て

い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。
雪
の
下
で

育
て
る
「
雪
下
に
ん
じ
ん
」
や
、
あ

え
て
霜
に
当
て
て
育
て
る
「
霜
降
り

白
菜
」
な
ど
で
す
。
寒
さ
に
耐
え
る

と
甘
味
が
増
す
と
い
う
こ
と
で
す
。

雪
を
生
か
し
て
造
る
お
い
し
い
お
酒

も
あ
り
ま
す
。「
雪
中
貯
蔵
酒
」
で

す
。
搾
り
た
て
の
生
酒
が
入
っ
た
タ

ン
ク
を
雪
室
（
ゆ
き
む
ろ
）
な
ど
に

入
れ
、
雪
で
覆
い
尽
く
し
、
雪
解
け

に
な
る
ま
で
じ
っ
く
り
と
熟
成
さ
せ

ま
す
。
雪
の
中
で
は
低
温
で
一
定
に

保
た
れ
る
た
め
、
ゆ
っ
く
り
と
均
一

に
熟
成
さ
れ
、
ま
ろ
や
か
で
う
ま
味

の
多
い
日
本
酒
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

　

大
雪
と
厳
し
い
寒
さ
を
乗
り
越
え

た
先
に
は
、
お
い
し
い
お
酒
が
待
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
今
か
ら

楽
し
み
で
す
ね
。
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１、ＪＡや広報誌へのご意見・ご要望（どんなことでも、お聞かせください）

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２、身近な出来事・話題など、情報をお寄せください（広報誌にて紹介させていただく場合がございます）

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

う　ら 「頭の体操 まちがいさがしに挑戦」解答用紙

理事会だより理事会だより
●12月28日㈫開催
【協議事項】
①令和３年度第３四半期決算（11月末）状況につ
いて
②木曽地域振興㈱第３四半期決算について
③㈱ＪＡファームきそ第３四半期決算について
④資産自己査定結果について
⑤余裕金運用規程の一部変更について
⑥貯金手数料の一部改正について
 ほか
【報告事項】
①業務一般経過報告について
②組合員の状況報告について
③長期構想次期３カ年計画策定中間報告について
④自主（自店）検査結果の報告について
⑤農業生活・共済・金融各事業報告について
⑥令和３年度第３四半期余裕金の運用について
⑦令和３年度第４四半期余裕金の運用方針につい
て
 ほか

虹のホールきそからのお知らせ虹のホールきそからのお知らせ
■「なんでも相談会」開催のご案内

長野県木曽郡木曽町福島6448番地 1
0120-23-2513  ☎ 0264-23-2513

ＪＡ虹のホールきそ安心・真心・ＪＡ葬祭

　休日にゆっくり相談したいという地域の皆様の
ニーズにお応えして、休日ローン相談会を開催い
たします。住宅・マイカー・教育など、ローンの
ことなら何でもＪＡにご相談ください。
■開催日　１月16日㈰、２月６日㈰
■場　所　ローンセンター（中部支所内）
■時　間　10時～15時

ＪＡバンクＪＡバンク休日ローン相談会休日ローン相談会のお知らせのお知らせ

　年金の専門家が分かりやすく相談に応じま
す。ご相談には基礎年金番号通知書（夫婦）、
年金定期便（夫婦）、雇用保険被保険者証、
印鑑をご持参ください。

場所：JA虹のホールきそ
時間：９時～17時

■葬儀等まめ知識～香典返しについて～
　葬儀に際し、木曽郡の北部・中部地域の一
般返しと言えばビール券が多いです。しかし
近年では、ビール券だけでは寂しい、他地域
では使い方が限られてしまうなどの理由か
ら、一般の方にもお茶や海苔等のお返しを選
ぶ方が増えています。定番のお茶や海苔の他
にコーヒーやお菓子・シーチキンなどご家庭
で使える品が喜ばれています。

ＪＡバンク　ＪＡバンク　年金相談会年金相談会のお知らせのお知らせ

・１月20日㈭　上松支所
相談時間：10時～15時30分
（２月の年金相談会はありません）

開
催
日

１／11 ㈫ １／17 ㈪ １／23 ㈰
１／29 ㈯ ２／２ ㈬ ２／８ ㈫



　当組合の監事は、経営の健全な発展に資する
ため、農協法（第35条の５理事の職務の執行
監査）および農協法施行規則（第81条監査の
為の情報収集）に基づき、理事の職務の適正な
遂行を阻害する行為に関する情報（組合経営に
関する事象に限る）提供を求めています。
　当組合の理事の組合経営に関する気になる行
為について、見たり聞いたりした事柄があれば
封書にて下記宛に送付くださいますようお願い
します。（住所・氏名・電話番号をご記入ください）
 木曽農業協同組合　監事会
【送付先】〒397-0001
住所：木曽郡木曽町福島2800
電話：（0264）22-2128
　　　木曽農業協同組合　監事室
　　　（受付監事）常勤監事　古田　一昭　宛
＊ 当組合の業務に関する一般的な苦情について
は、別途窓口を設置しておりますので、そち
らをご利用ください。
＊ご好意による情報提供であっても、誹謗・中
傷に類似する内容のものは受付いたしかねま
すので予めご了承ください。

【一般苦情相談窓口】
住所：木曽郡木曽町福島2800
電話：（0264）22-3997
　　　木曽農業協同組合
　　　担当部署：企画管理部リスク管理課　宛

「組合員からの情報提供受付窓口」ご案内

令和３年10・11月中にいただいたおたよりから令和３年10・11月中にいただいたおたよりから

私はひまな時、祖母の畑仕事を手伝いました。さ
つまいもをほっていたので、「私もほる！」と手
伝いました。そしたらとても大きいさつまいもが
でてきたので、みそ汁に入れ、おいしくいただき
ました。 （木祖：水本さん　12才）

息子が作る秋野菜が次々に私の所にやって来ま
す。中でも人参がすごい。色がきれいで大きく、
中に〝す〟が入っていないからビックリ。正月の
煮物に入れるだな。うんまそうだ。赤カブ漬とも
２週間程で御対面。来春からは娘も畑仕事に頑張
ると気合いが入っています。ガンバレ、ガンバ
レ、有り難う。今年も全てに感謝、感謝の１年で
した。 （王滝：元島さん　97才）

年と共に１年の何と短い事、あわただしい事。
コロナに暮れた年でも、自然は変りなく、花は
咲き、そして散り、紅葉の秋で又寒い冬が来ま
す。一日一日を大切に、ていねいに生きたいと
思います。友人・知人に感謝をしつつ…。
 （木祖：佐々木さん　88才）木 才）（木祖 佐

この間、県内を中心とする２泊３日の修学旅行
に行ってきました。コロナ禍で行けるか心配さ
れましたが、行ってこれたことがうれしかった
です。牧場での牛の乳搾り体験では、乳を出す
ことの大変さを学びました。普段あたりまえに
して飲んでいる牛乳もこれからは、農家さんや
牛さんに感謝の気持ちを持っていきたいです。
 （上松：下野さん　15才）

高齢になって野菜作りも困難になって
来ましたが、自家用位と思って50年
以上のいろいろの栽培、毎年一年生。
満足な野菜を頑張りたい。
 （南木曽：古井さん　84才）

おたよりコーナ
ー

秋になっても暑い日が多かったためか、夏の
収穫時、土に落したキヌサヤが芽を出し、育
ち、秋に２度目の収穫をすることができまし
た。年々平均気温が高くなっていくのでしょ
うか。心配です。 （上松：中村さん　60才）
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※一人ハガキ１枚に未発表作品３句以内を記入し、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、下記へ郵送してください。

　　　　　　  【投句先】〒397-0002 木曽町新開2795-2   「古坂　房 先生」宛
　　　　　　  ［締切日は設定しません、いつでもご投句ください。≪毎月発表しています≫］

ミ
ス
シ
ョ
ッ
ト
枯
葉
に
か
づ
け
慰
め
り

空
冴
へ
て
世
紀
の
月
食
見
と
ど
け
り

日
輪
と
相
談
し
つ
ゝ
畑
仕
舞
ふ

錦
秋
を
写
し
湖
靜
も
れ
り

茜
空
初
冠
雪
を
染
め
挙
げ
り

秋
時
雨
思
ひ
出
に
じ
む
蛇
の
目
傘

冬
紅
葉
湖
水
を
彩
る
御
山
か
な

顔
洗
ふ
水
硬
か
り
し
冬
初
め

バ
ス
を
待
つ
小
雪
舞
ふ
里
時
刻
表

に
び
色
の
冬
夕
焼
の
あ
わ
き
色

焼
芋
を
買
ふ
て
家
路
へ
急
ぎ
帰
る

風
呂
敷
は
自
由
自
在
街
師
走

音
た
て
て
足
に
絡
ま
る
落
ち
紅
葉

冬
支
度
広
き
畑
に
一
人
立
つ

群
猿
の
柿
を
散
ら
せ
り
其
処
此
処
に

何
な
く
も
二
人
の
食
事
す
ん
き
汁

焼
芋
を
ア
ル
ミ
に
包
み
転
が
さ
れ

小
春
日
を
分
ら
ぬ
母
に
伝
へ
た
き

秋
刀
魚
焼
き
一
人
晩
酌
楽
し
あ
り

怪
我
を
し
て
読
書
の
秋
と
な
り
に
け
り

カ
メ
ラ
積
み
白
鳥
の
里
安
曇
野
へ

強
風
に
日
毎
舞
ひ
散
る
朴
落
葉

大　

桑　

目　

谷　

勝　

義

日　

義　

手　

塚　

フ
サ
子

福　

島　

柴　

山　

安　

子

木　

祖　

岩　

原　

政　

広

大　

桑　

木
戸
口　
　
　

信

王　

滝　

水　

宅　

ゆ　

き

王　

滝　

森　
　
　

寿
美
恵

福　

島　

和　

田　

迪　

子

開　

田　

橋　

本　

和　

子

大　

桑　

古　

根　

道　

子

上　

松　

徳　

原　

義
一
郎

南
木
曽　

平　

田　

さ
ち
子

新　

開　

奥　

原　

ま
さ
代

開　

田　

梅　

戸　

幸　

子

大　

桑　

加　

藤　

孝　

治

王　

滝　

小　

山　
　
　

誠

上　

松　

福　

邑　
　
　

忠

大　

桑　

北　

原　

早　

苗

南
木
曽　

藤　

原　
　
　

勝

上　

松　

田　

中　

孝　

治

上　

松　

原　
　
　

幸　

一

南
木
曽　

大　

畑　

芳　

史

【
選
評
】

　
　

●
勝
義
さ
ん
…
…
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
で
し
ょ
う
か
、
穴
に
入
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。
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。
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※一人ハガキ１枚に未発表作品２首以内を記入し、住所・氏名・電話番号を明記のうえ、下記へ投稿してください。
【投稿先】〒397-0001 木曽郡木曽町福島2800   「ＪＡ木曽本所企画管理部　ＪＡ歌壇　係」行
［編集の都合により、１月末日までの到着はがきにて選考いたします。≪３月号掲載作品を募集中です≫］
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。





お申し込み・お問い合わせは
ＪＡ木曽生活センター　0264-23-2112

　今回は昨年12月に東京の大田市場に出荷しました木
曽のヤドリギ（本誌３p参照）からの問題です。上と下
の写真を比べると、３ヵ所の間違いがあります。挑戦し
てください。

　クイズの解答を募集します。
　解答用紙はＪＡ木曽本支所窓口または本誌11ページ
下段の用紙を切り取ってご利用ください。答えとＪＡや
広報誌への意見・要望を記入し、ご応募ください。
※ただし、お一人様一通の応募としてください。
　正解者の中から抽選で10名の方に
洗たく用洗剤「アタック３X」（880g）をプレゼント。
（一部発表は発送をもって代えさせていただきます。）
◎応募の締切　令和４年１月31日㈪
※印刷によるキズや汚れは関係ありません

※出題エリア№は、
　左図の通りです。
　番号を確認のうえ、
　ご記入ください。

① ② ③
④ ⑤ ⑥
⑦ ⑧ ⑨

環境に優しい再生紙とベジタブルインキを使用しています。

〈ホームページ〉
https://www.ja-kiso.iijan.or.jp/
202２.１月１日発行（印刷）木曽オールプリント㈱

□発　行：木曽農業協同組合
　　長野県木曽郡木曽町福島2800 〒397-0001☎（0264）22-2128
□発行人：代表理事組合長　田屋 万芳

12月号の答え　③・⑤・⑦でした。（間違い探しの答えは ここ）
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　「海のミルク」とも呼ばれる牡蠣。特に亜鉛、鉄、
タウリンなど栄養の宝庫です。亜鉛はさまざまな酵素
の働きを促す補酵素の成分になり、成長や傷の修復に
不可欠な栄養素です。また、味覚を守ったり、血糖値
を下げるインスリンの合成にも必要です。鉄は赤血球
中のヘモグロビンの構成成分として重要です。タウリ
ンは血中脂質のバランス改善、肝機能を高める、降圧
効果などがあるといわれています。 生牡蠣 （加熱調理用）… 120ｇ

ごぼう ………………… 50ｇ
にんじん ……………… 30ｇ
だし汁 ………………… 適量
舞茸 …………………… １パック
米 ……………………… ２合

①  牡蠣はボウルに入れ、塩大さじ１（材料外）を振りかけてさっと混
ぜ、弱めの流水で汚れを取り除き、ザルに入れて水気を切ります。

② 米はとぎ、炊飯器に入れます。
③ ごぼうはささがきにします。
④ にんじんは短冊切り、舞茸はほぐします。
⑤ 鍋に①を入れ、酒（a）を振りかけて中火にかけます。
⑥ 牡蠣がふっくらしてきたら火を止め、煮汁と牡蠣を分けます。
⑦ だし汁に⑥の煮汁を混ぜます。
⑧ ②に③と④、Ⓐを入れ、２合の目盛まで⑦を加えて炊きます。
⑨  ⑧が炊けたら⑥の牡蠣を加え、牡蠣が潰れないように混ぜ合わせ、10分程
度蒸らします。

酒⒜ ……………………… 大さじ２
　┌ 酒 …………………… 大さじ２
Ⓐ| 塩 …………………… 小さじ２/３
　└ しょうゆ（あれば薄口しょうゆ）
 …… 小さじ２  　　

一口メモ

【お詫びと訂正】2021.11月号「鶏肉と根菜の煮物」
レシピの「一口メモ」でさといもの成分に「ムチ
ン」が含まれると記載しましたが、誤りであること
がわかりました。お詫びして訂正いたします。




